
様式３

○お互い認め合い、高め合う教職員集団の実現　　　　　　　○表現力及び体力の向上、健康増進

○家庭・地域との連携強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○業務改善の推進と組織の活性化

　　令和６年度　　自　己　評　価　表　　

鳥取県立米子養護学校

【中長期目標（学校ビジョン）】

  一人一人の能力を最大限に伸ばし、自立と社会参加に向けて、より豊かに生きる児童生徒を育成する。

                  ※ キーワード　【コミュ力アップ（コミュニケーション力アップ）Lv.2】　　めざせ！あいさつ世界一！！

【今年度の重点目標】

○学ぶ意欲と自己肯定感を高める教育活動の展開　　　　　 ○安全で安心な学校づくり



様式３

○連絡帳や懇談、登下校
の機会を捉えて、家庭生
活等での課題について保
護者と情報共有し、目標
設定に努めた。教職員ア
ンケートで保護者と情報
共有できていると答えた
教職員は87％であった。
また、２つ以上できたる
ようになったと答えた教
職員は29％、１つ以上は
58％であったことから、
家庭生活の中でできるよ
うにさらに指導・支援を
高める必要がある。

○学部研究の機会を利用
し、授業づくりや改善に
取り組んだ。児童が学ぶ
ことが楽しいと感じる姿
について、それぞれの教
職員がイメージする姿を
目指した。実際に授業づ
くり･改善ができたと答
える教職員が40％、でき
ている時もあると答えた
教職員が56％であった。

○家庭との情報共
有はできたが、課
題を学校生活場面
でできるように
なったと評価する
にとどまることが
多かった。保護者
との情報共有を続
けながら、実態に
ついて確かめた
り、活動場面を明
確にしたりしなが
ら、家庭・地域生
活の中で達成でき
たか評価を行う。
また、達成のため
に必要な指導･支援
について、研修し○一人一人の児童
について、授業の
中での変容にブレ
がないよう、具体
的な姿について共
有する機会を持
ち、確かめ合って
から授業を行う。
授業後は具体的な
児童の姿に視点を
絞って、評価を行
い、授業づくり・
改善をする。

Ｃ

Ｃ

・「これは大事だ」
というメッセージを
伝えていく。なぜ必
要なのか、生徒にわ
かりやすい説明。
・なぜ必要なのか生
徒自身が考える時間
を持つ
・生徒指導との連携
・教員自身が見本と
なるよう意識する
・個々の実態に合わ
せモチベーションが
あがるようなほめ方
をする。

Ｂ

Ｃ

Ｃ

〇生徒が普段から意識できるよう、各教室に目標
を掲示する。
○生徒自身が意識して取り組めるよう、委員会活
動や生徒会活動と連携して声掛けをしていく。
〇どの作業班も作業開始時や反省の時に「姿勢、
あいさつ、時間、みだしなみ」についてチェック
したり、確認したりする時間を設ける。

・単一生徒アンケートでは
８７％ができた、だいたい
できたと答えていた。高等
部全教員のアンケートでは
Aが1％、Bが６９％だっ
た。
・身だしなみについて、特
にできておらず、まだまだ
不十分と感じている教員が
多かった。

○生徒が学習活動や生活の
中で自分の考えや思いを表
現できるよう、わかりやす
い発問や選択肢の工夫に取
り組んできたが、教職員ア
ンケートにおいて、生徒が
十分にまたは概ね自分の考
えや思いを選択したり表現
したりしていたと回答した
教職員は68％であった。自
分の中にある言葉で思いを
発信しようとする生徒が増
えた一方で、自信がもてず
なかなか考えを表出できな
い生徒も見られた。
○あいさつや返事、適切な
言葉遣いができていたかの
問いに概ね達成と回答した
教職員は52％、仲間と協力
していたかの問いに十分、
概ね達成と回答した教職員
は46％であった。その場で
の指導や活動の積み重ねに
より、相手を意識したコ
ミュニケーションを取ろう
とする姿が増えてきてい
る。

高
等
部

〇経験が少なく、一般常識や社会生活で必
要な知識の習得が十分でない。
〇自分なりの解釈で、できていると判断し
たり、逆にできていないと不安感を持った
りする生徒が多い。
〇何事にもまじめに取り組もうとするが、
すぐにあきらめてしまいがちな生徒が多
い。
○様々な実態の生徒が多く在籍している。
人との関わり方に課題があったり、一緒に
何かをやりとげた経験が少なかったりする
生徒が多い。

〇卒業後の生活に必要
な基本行動の確立を目
指す

〇生徒たちが高等部の目標
「姿勢、あいさつ、時間、み
だしなみ」を意識して生活で
きている。（生徒のアンケー
ト教職員のアンケートどちら
も達成率が８割を超えてい
る）

評価 改善方策

小
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
体
的
な
学
び
を
促
す
取
り
組
み

○学びを重ねることでできることが増えて
いくが、整えた状況の中だけでできること
が多く、状況や支援が少しでも違うと不安
になったりできていたことができないよう
に感じてしまったりする児童がいる。ま
た、自分で考えたり工夫したりする機会が
少なく、教職員の評価に頼る児童もいる。

○先生が好き、学校が好きと思えるよう
日々の支援を心がける教職員が多い。反
面、学ぶことに関しては児童の力をつける
ことに主眼を置くあまり、教職員から提示
された活動をこなすことを中心とした授業
になりがちである。

中
学
部

○学習や活動に真面目に取り組んでいる
が、受け身であったり声かけや指示を待っ
ていたりする生徒が多い。
○決まった型の質問には応じることができ
るが、自分の思いや考えを自由に伝えるこ
とには苦手意識がある。
○あいさつをしようとする意識はあるが、
促されないとできない場面も多い。
○人との適切な距離が保てず、相手に不快
感を与える関わりをしてしまいがちな場面
がある。
○人との関わりに苦手意識のある生徒がい
る。

○年度当初の方策
をより生徒の実態
に合わせて継続し
ていくとともに、
ＩＣＴ機器の活用
や興味関心の高ま
る教材の準備、思
いを発信しやすい
環境づくりや活動
の工夫に努める。

○日常生活の繰り
返しの中で、あい
さつ、返事、言葉
遣いを意識した関
わりや言葉かけを
していく。
○行事や活動の中
で、仲間と協力し
て行う機会や課題
を積極的に設定し
ていくとともに、

○児童が意欲的・主体
的に取り組みながら、
生活に汎化する力を培
うための指導・支援の
工夫

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　（　９　）月
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況

○学ぶ楽しさを感じな
がら授業に向かい、児
童の能力向上につなが
る授業づくり・改善の
実践を行う

○保護者と情報を共有しなが
ら児童に必要な力を模索し、
学校生活だけでなく、家庭生
活や地域生活の中でできるよ
うになることを意識し、２つ
以上できることを増やす。

○保護者との面談や連絡帳での聞き取り等を通じ
て現状を密に共有し、児童に必要な力と活用場面
を明確にする。また、必要な場面で必要な指導・
支援ができるよう、かかわる教職員で情報を共有
する。
○定期的な評価ができるよう、保護者と共に評価
できる項目や機会を相談し、実施する。

○児童が学ぶことが楽しいと
感じる授業づくり・改善を行
うことができたと答える教職
員が８割を超えている。

○授業の評価は関わる教職員で定期的に行う。
○研究部の授業実践と連携をとり、良い実践が次
の授業づくりや改善に生かせるよう学習グループ
や学部会の機会を利用して声を掛け合う。
○教職員が自らの指導や支援を振り返られるよ
う、学期ごとの教職員アンケートをとる。

○生徒自身が考え、選
択し、判断、表現でき
る学習活動や支援の工
夫

○人との関わり、社会
との関わりを広げるた
めの、コミュニケー
ション力、表現力の育
成

○学習活動や生活の中で、生
徒が自分の考えや思いを選択
したり表現したりしていると
感じる教職員が８割を超えて
いる。

○様々な場面で、生徒があい
さつや返事、適切な言葉遣い
等でコミュニケーションを取
ろうとしている、仲間と協力
していると感じる教職員が８
割を超えている。

○わかりやすい発問、思考を喚起する選択肢等に
よる、わかる・楽しい授業づくりの工夫をする。
○体験活動や調べ学習、実物に触れる学習等によ
る、五感を刺激する授業や活動を工夫する。
○振り返りの時間を確保する。

○「止まってあいさつ」「目を見てあいさつ」
等、具体的なあいさつの仕方を指導する。
○教職員自身の言葉遣いやあいさつを意識した関
わりを行う。
○仲間と協力して達成できる課題を設定する。
○行事や活動を通した、他学部や地域の方々との
交流の場を設定する。
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評価基準　A：十分達成 　B：概ね達成　 C：変化の兆し 　D：まだ不十分　 E：目標・方策の見直し

・「これは大事だ」
というメッセージを
伝えていく。なぜ必
要なのか、生徒にわ
かりやすい説明。
・なぜ必要なのか生
徒自身が考える時間
を持つ
・生徒指導との連携
・教員自身が見本と
なるよう意識する
・個々の実態に合わ
せモチベーションが
あがるようなほめ方
をする。

Ｃ

Ｂ

○毎月最終水曜日
の退勤を18：00に
設定
○管理職指導によ
る業務に関する自
己管理意識徹底

〇生徒が普段から意識できるよう、各教室に目標
を掲示する。
○生徒自身が意識して取り組めるよう、委員会活
動や生徒会活動と連携して声掛けをしていく。
〇どの作業班も作業開始時や反省の時に「姿勢、
あいさつ、時間、みだしなみ」についてチェック
したり、確認したりする時間を設ける。

・後期は様々な行事
があり、責任を持っ
て取り組むことや、
いろいろな人と触れ
合う機会が増える。
教員が「人との関わ
りと責任を持つこ
と」を意識して行事
にのぞんでいく
・生徒の行動に対
し、教員が積極的に
価値づけを行う。

単一生徒アンケートで係や
自分の担当の仕事を忘れず
にできたかという問いに対
し９７％、作業や表現活動
などで自分の役割に責任を
持って取り組んだかという
問いに対し８７％の生徒が
できた、だいたいできたと
答えた。また、高等部全教
員のアンケートではBが６
９％だった。教員のアン
ケート結果としては高い評
価ではなかったが、よかっ
た様子の具体的な内容を見
ると、できている姿が多
かった。

・単一生徒アンケートでは
８７％ができた、だいたい
できたと答えていた。高等
部全教員のアンケートでは
Aが1％、Bが６９％だっ
た。
・身だしなみについて、特
にできておらず、まだまだ
不十分と感じている教員が
多かった。

○時間外業務削減（前年比
75％）

Ｃ

○時間外業務前年度比±
０
○ライトダウン設定日の
居残り散見
○管理職によるカンパ
ニー修正一定数あり

     〔100％〕             〔80%程度〕             〔60%程度〕              〔40%程度〕              〔30%以下〕

高
等
部

〇経験が少なく、一般常識や社会生活で必
要な知識の習得が十分でない。
〇自分なりの解釈で、できていると判断し
たり、逆にできていないと不安感を持った
りする生徒が多い。
〇何事にもまじめに取り組もうとするが、
すぐにあきらめてしまいがちな生徒が多
い。
○様々な実態の生徒が多く在籍している。
人との関わり方に課題があったり、一緒に
何かをやりとげた経験が少なかったりする
生徒が多い。

全
体

業
務
改
善
の
推
進
と

効
率
化

○時間外業務の削減 ○月間時間外勤務30時間超の者に対する個別面談
の実施（随時）
○ライトダウン（毎週水曜日18：30退勤）の徹底
○教職員同士のコミュニケーションによる業務互
助の推進
○勤務簿（カンパニー）の自己管理

〇人との関わりの中で、自分の役割を意識してい
けるよう、責任を果たしたり、やり切ったりした
時の価値づけをする。
〇校内外の様々な人と関わる場面をつくる。
〇主体的に取り組む機会を多く持つ。
〇様々な場面で個人の力だけでなく、チームでつ
くりあげているということを伝えたり、人と関わ
りながら協力する活動を充実させたりする。

〇卒業後の生活に必要
な基本行動の確立を目
指す

○周囲の人と共に豊か
に生きていく生徒の育
成

〇生徒たちが高等部の目標
「姿勢、あいさつ、時間、み
だしなみ」を意識して生活で
きている。（生徒のアンケー
ト教職員のアンケートどちら
も達成率が８割を超えてい
る）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
体
的
な
学
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を
促
す
取
り
組
み

〇様々な人と関わりながら、
自分の役割を意識して活動に
取り組んでいる。（生徒のア
ンケート、教職員のアンケー
トでどちらも達成率が８割を
超えている）

○個別の面談を実施し、時間の使い方を工
夫する教職員も見られたが、月30時間を超
える職員もおり継続して取組む必要があ
る。
○時間外業務申請書による事前申請に取り
組んだが、効果的ではなく他の取組が必
要。
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○計画的に授業
研究会、実践報
告会等を実施し
ていく。
○校内掲示板、
職員図書を活用
して参考になる
資料や書籍等を
紹介していく。Ｂ

○個に応じた手立
てや配慮、観点別
学習状況の評価に
ついては、様式変
更をしたことから
記述の仕方に戸惑
いが見られたた
め、丁寧な説明や
研修を実施する。

Ａ

〇引き続きＩＣＴ
機器を活用しやす
くなるよう環境整
備や、クラウド
サービスの活用を
促進できるよう取
り組んでいく。

〇教育活動、校務においてＩ
ＣＴ機器を有効活用するため
の環境整備（機器の管理・情
報共有・業務改善のためのシ
ステムの整備等）、情報発
信、提案が行われ、ＩＣＴ機
器が活用されている。

目的を明確にした諸帳
簿の作成

ＩＣＴ機器等の活用の
推進

○これまで個別の教育支援計画と個別の指
導計画を通知表と兼ねていたが、今年度か
ら別で作成することとした。特に個別の指
導計画は、学校の計画としての要素と本
人・保護者へ学習の成果を伝えるという要
素が一緒になっており、それぞれの目的が
あいまいになっていた。今後、作成の目的
を整理する必要がある。

〇昨年度の校内情報研修や情報発信等の取
り組みから、教職員のＩＣＴ機器の操作、
活用に関する知識能力は向上してきたが、
ＩＣＴを有効に活用するための環境（機器
の管理・情報共有・業務改善のためのシス
テム）の面で整備が必要な部分がある。

○個別の教育支援計画、個別
の指導計画、通知表の作成目
的の違いを理解し、教育課程
や年間指導計画とのつながり
のある個別の指導計画が作成
されている。

改善方策経過・達成状況
○諸帳簿の作成の目的を確認しながら、新様式で
の作成の仕方を説明する。
○個別の指導計画は、知的の教科の考え方をもと
に、教育課程や年間指導計画とつながりのある計
画になるよう、目標設定や評価の時期に繰り返し
伝える。

○諸帳簿の作成目的の違
いについて、また、個別
の指導計画の作成の仕方
や、作成の際の年間指導
計画の活用の仕方につい
て、４月にオリエンテー
ションを実施した。目標
設定や評価の内容につい
て、学年やグループで相
談し合う声が聞かれ、少
しずつ知的障がいの教科
の理解が進んできてい
る。

目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

○ＩＣＴ機器を活用しやすい環境整備（機器の管
理・情報共有・業務改善のためのシステムの整備
等）を行う。
〇授業や校務におけるクラウドサービス（Google
Workspace for Education、Microsoft３６５）の
有効活用を促進するための取り組みを行う。

○月１回程度、学部研
究日を実施し計画的に
校内研究を進めた。夏
季休業中に外部講師を
招いた教職員研修を実
施し、ほぼ全ての参加
者が授業改善に活かせ
そうと回答した。
○研修後の学部研究
で、授業改善に向けた
手立てを各学部で講
じ、授業改善を進めて
いる。11月の授業研究
会、12月の実践報告会
等を通して、さらに授
業改善を進めていきた
い。

研
究
部

学
校
全
体
で
取
り
組
む

校
内
研
究

一貫性のある校内研究 ○3ヶ年の校内研究の2年目である。昨年度
は学部研究、実践報告会を通して、教科の
見方・考え方を知ったり、他学部の取組を
共有したりすることができた。
○昨年度は実践報告会後に授業改善に向け
た方向性を示すことができなかった。授業
研究会のため、実践報告会のための研究と
いう雰囲気もあり、研究を通して授業改善
を進めていくことが課題である。

○学部研究、授業研究会、実
践報告会の学びを、8割以上
の職員が授業改善に生かして
いる。

○計画的に校内研究、学部研究を進める。
○アドバイザー派遣事業等を活用して外部講師を
招聘し、授業づくりや校内研究の助言をいただ
く。
○研究テーマに沿った他校の取組や、授業改善の
参考になる資料等を随時紹介していく。

教
務
部

目
的
を
明
確
に
し
た
諸
帳
簿
の
作
成
と
I
C
T
機
器
等
の
活
用
の
推
進

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　（　９　）月
評価項目 評価の具体項目 現状 評価

〇校内情報サイトのリ
ニューアルを行った。
フォルダ等にアクセスで
きるボタンやICT機器な
どの貸出表タブの追加を
したことで、より使いや
すくなったという意見を
いただいた。また、学校
ホームページ記事作成の
基本方針をまとめ、運用
を開始した。職員から
は、大きな負担がなくな
り記事を作成しやすく
なった。という意見を多
くいただいた。
〇クラウドサービスに必
要な技能を整理し、その
内容に基づいてクラウド
サービスに関する研修を
実施した。生徒につけた
い資質能力について、研
修で学んだことを活用で
きるように学習計画を考
える姿が増えたり、情報
共有のためにアプリを使

Ｃ
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Ａ

○訓練等の事後ア
ンケート等でいた
だいた意見を検討
し、防災マニュア
ルに反映させてい
く。

○外部専門家を活用し、
避難訓練（火災）や教職
員向け研修会や訓練（消
火・不審者対応）を実施
した。事後アンケート
で、研修会や訓練等の内
容を「（防災に対する）
意識が高まった」「今後
に生かしたい」と９５％
以上の教職員が回答し
た。

○児童生徒の健康実態や家庭の様子を把握するた
めの生活習慣アンケートの実施と、アンケート結
果の周知
○歯と口の健康づくり事業の推進
○保健だよりや食育だより、ホームページを活用
した啓発
〇保護者連携や指導支援の充実を目指した研修会
の実施

Ｃ

○１０月学校保健
委員会でいただい
た意見と併せて、
結果やその分析内
容を教職員に周知
する。また保健だ
よりや食育だよ
り、ホームページ
を活用した啓発も
行う。
○保護者研修会後
にアンケートを実
施し、今後の指導
支援に生かせるよ
う、研修会の内容
と併せてアンケー
ト結果を教職員に
周知する。

○訓練後の教職員アンケートや外部専門家（消防
署、警察署等）を生かした計画的な研修会、訓練
等の実施
○外部の専門家（消防署、警察署等）の助言を生
かした、防災マニュアルの見直し

○生活習慣アンケート
（食習慣や歯磨き、運動
習慣）を７月に実施し
た。
○１１月「歯と口の健
康」をテーマとした歯科
衛生士による保護者研修
会を計画している。

○教職員の防災に対する危機
管理意識が高まっている。
（訓練等の事後アンケート結
果が８０％以上）

○保護者や教職員が生活習慣
を意識し、改善しようとして
いる。（研修会等の事後アン
ケート結果が８０％以上）

保
健
安
全
部

健
康
教
育
の
充
実
と

危
機
管
理
意
識
の
向
上

○健康課題（肥満・歯
周病など）に対しての
指導・支援の充実

○生活習慣アンケートから把握した児童生
徒の健康実態や家庭の様子を指導、支援に
生かしきれていない。
〇健康課題解決に向けて、保護者と連携し
ながら、組織的、継続的な取り組みが必要
である。

○防災・防犯（火災、
地震、不審者等）に関
する危機管理意識向上

○発生予測が難しい災害に対して、教職員
一人一人の危機管理意識は高まってきてい
るが、防災体制の整備及び充実を図る必要
がある。
○今年度20％程度が新着任教職員であり、
防災体制の周知徹底が必要である。
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Ｂ

○今後も迅速な報
告、連絡、相談、
確認の徹底と、各
委員会での情報共
有はしっかりと行
う。また、解決に
向けた対応の仕方
や手立ての確認を
行い、迅速かつ適
切、そして組織的
な対応に努める。

○保護者向け研
修については各
学部で検討。
○来年度の職員
研修の持ち方を
検討する。より
多くの教職員に
参加してもらう
ための工夫が必
要。

○約９割の生徒の面談を
実施した。また、SCによ
る面談だけでなく、教師
と話す機会を設定し、諸
問題への未然防止、早期
発見、対応に努めてい
る。生徒のカウンセリン
グ後に担任へのコンサル
を毎回行った。その内容
を学年団での共有し、指
導支援に生かすことがで
きた。

B

○未実施の生徒に
ついて早期に実施
を計画する。面談
を継続して行う必
要のある生徒に対
しては、計画的に
面談を実施する。

〇人権教育実践
記録の成果と課
題欄に、年計に
記されている児
童生徒につけた
い資質能力やね
らいは妥当で
あったか等を記
入するように
し、課題を把握
する。
〇学部ごとに聞
き取りを行い、
年計の改善点等
を把握し訂正案

○報告、連絡、相談、確認を徹底することを意識
することと、委員会での情報共有はしっかりと行
い、議論する内容をできるだけ絞り、必要があれ
ば関係機関と連携し、迅速かつ適切な対応に努め
る。いじめ対策委員会では、進め方の再確認や改
善を行い迅速な対応に努める。

〇学部ごとに、全体計
画や年間指導計画の活
用方法について研修を
行った。児童生徒につ
けたい資質能力を意識
して活動計画を考える
姿や年計を活用して授
業計画を考える姿が増
えた。研修終了後に、
各学習グループごとに
改善のための話し合い
がもたれ、修正案が集
まった。

○生徒指導委員会を通し
て、各事案の情報を共有
し、適切な対応に努めて
いる。また、いじめ対策
委員会では進め方の再確
認や改善を行い、会の進
行を迅速に進めることが
できた。しかし、生徒指
導委員会では、対応の仕
方に迷ったり、いじめ対
策委員会では、対応まで
に時間を要したりした事
案があったので、今後適
切かつ迅速な対応ができ
るよう改善を図る必要が
ある。

○中学部単一３年生、高等部
単一１年生全員の個人面談を
実施して生徒の実態把握に努
め、早期に諸問題を発見し指
導や支援に生かしている。

○未然防止の観点でＳＣや教員による中学部単一
３年生、高等部単一１年生全員の個人面談を実施
し、生徒の実態把握に努める。その他の学年も必
要に応じて実施していく。実施後、掴んだ情報を
もとにカウンセリングの視点を持って、実施した
生徒の指導や支援に生かしたり、引き続きカウン
セリングを行ったりしていく。

○生徒指導不登校対策委員会
等で学部間の情報共有をし、
大きな問題にならないよう迅
速な対応で未然防止、早期発
見、早期対応ができている。

進
路
指
導
部

家
庭
・
地
域
と
の

連
携
強
化

◯児童生徒、保護者の
ニーズにあった進路情
報の提供

〇教職員アンケートでは約８割が「本人、
保護者と将来をイメージを共有できてい
る」と回答。懇談や中高進路希望調査を機
会に生徒自身が進路について考えたり、保
護者と思いを共有したりすることができて
いる。
〇保護者の約８割が「必要とする進路情報
が提供されている」と感じている。一方、
「進路担当だけでなく、担任も情報を持
ち、懇談等で提供してほしい」との声も
あった。

◯児童生徒・保護者のニーズ
に応じた進路情報や、各学部
にタイムリーに必要な情報提
供がどの教員もできる。（年
度末アンケートで８５％以上
が「できている」と回答）

◯しんろだよりに返信欄を設けたり、個人面談・
懇談で聞き取ったりして、児童生徒・保護者の
ニーズを把握する。また、個人懇談期間等に進
路・支援センター室を解放し、自由に相談できる
機会を設ける。
◯各学部の保護者向け進路懇談会の開催形態、内
容等を工夫する。
◯各学部段階で必要な情報は何かを把握し、それ
に応じた職員研修を実施する。

人
権
教
育
部

児
童
生
徒
及
び
教
職
員
の
人
権
意
識
の
向
上

〇年間指導計画の運用
と評価

○年間指導計画の改訂がされたばかりで活
用しながら、加除修正が必要となること。
○これまで指導計画等で児童生徒につけた
い資質能力の記載は定着してきたが、授業
を省みて評価するまでには至っていないこ
と。

○質の高い学習内容にするた
めに、人権教育年間指導計画
が有効に活用されている。有
効に活用できたと回答する教
員が８割に達する。

○つけたい資質能力の番号から、どんな力をつけ
ることにつながるのか確認する。
○各教科・領域とねらいを見比べ、教科領域等の
特質を踏まえた学習内容かどうか判断する。
○年計にある題材ごとに記録をつける。（○×
△、コメント等）
○年計の活用についての研修を行う。

生
徒
指
導
部

組
織
的
・
継
続
的
な
対
応

○生徒指導上の諸問題
への迅速かつ適切で組
織的、継続的な対応

○昨年度は問題行動等の発生時には、迅速
にいじめ対策委員会を実施したり、月に１
回生徒指導不登校対策委員会を実施したり
して、各事案に対して適切に対応を行って
きた。本年度、新たな部員が加わったの
で、改めて報告・連絡・相談・確認を徹底
することを意識し、昨年度同様に情報共有
に努める必要がある。いじめ対策委員会で
は、進め方を見直し、事案解決に向けての
進め方が明確になるよう努めた。しかし、
実際に進めてみると、進め方に迷うことが
あったので、今後再確認や改善が必要と感
じることがあった。

C

○１学期末懇談の期間
中、進路・支援セン
ター室を開放した。昨
年度までは、保護者か
ら進路担当への直接の
相談は２・３件だった
が、この開放期間中、
１７名の保護者の来室
があった。
○夏休みに職員研修
（事業所見学）を実施
した。参加者２０名の
内、９割以上が肯定的
な評価だった。また、
見学後に縦割りで意見
交換をすることで、系
統性や発達段階に目を
向けた学部間の支援の
在り方について考える
ことができた。

Ｂ
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評価基準　A：十分達成 　B：概ね達成　 C：変化の兆し 　D：まだ不十分　 E：目標・方策の見直し

○保護者向け研
修については各
学部で検討。
○来年度の職員
研修の持ち方を
検討する。より
多くの教職員に
参加してもらう
ための工夫が必
要。

     〔100％〕             〔80%程度〕             〔60%程度〕              〔40%程度〕              〔30%以下〕

進
路
指
導
部

家
庭
・
地
域
と
の

連
携
強
化

◯児童生徒、保護者の
ニーズにあった進路情
報の提供

〇教職員アンケートでは約８割が「本人、
保護者と将来をイメージを共有できてい
る」と回答。懇談や中高進路希望調査を機
会に生徒自身が進路について考えたり、保
護者と思いを共有したりすることができて
いる。
〇保護者の約８割が「必要とする進路情報
が提供されている」と感じている。一方、
「進路担当だけでなく、担任も情報を持
ち、懇談等で提供してほしい」との声も
あった。

◯児童生徒・保護者のニーズ
に応じた進路情報や、各学部
にタイムリーに必要な情報提
供がどの教員もできる。（年
度末アンケートで８５％以上
が「できている」と回答）

◯しんろだよりに返信欄を設けたり、個人面談・
懇談で聞き取ったりして、児童生徒・保護者の
ニーズを把握する。また、個人懇談期間等に進
路・支援センター室を解放し、自由に相談できる
機会を設ける。
◯各学部の保護者向け進路懇談会の開催形態、内
容等を工夫する。
◯各学部段階で必要な情報は何かを把握し、それ
に応じた職員研修を実施する。

○１学期末懇談の期間
中、進路・支援セン
ター室を開放した。昨
年度までは、保護者か
ら進路担当への直接の
相談は２・３件だった
が、この開放期間中、
１７名の保護者の来室
があった。
○夏休みに職員研修
（事業所見学）を実施
した。参加者２０名の
内、９割以上が肯定的
な評価だった。また、
見学後に縦割りで意見
交換をすることで、系
統性や発達段階に目を
向けた学部間の支援の
在り方について考える
ことができた。

Ｂ
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〇定期的に相手
校・園と連絡を取
り、子どもの変容
に応じた支援を継
続していく。

評価項目
○教育相談を受けられたり研
修に参加されたりした園や支
援学級の先生方の７割が幼児
児童生徒の変容を実感してい
る。

○地域の園・学校の職員を対象とした感覚の統合
や発達に関する研修会を８月に実施する。
○教育相談を通して、個の実態に応じた具体的な
指導内容について一緒に考える。
○研修に参加されたり、教育相談を受けられたり
した園や学校に対し、継続的に連絡を取ったり年
度末に聞き取りを実施したりする。

○自立活動の指導についての研修を希望さ
れる支援学級の担任の先生が多い。
○地域の園や学校から「落ち着きがない」
「運動が苦手」等についての相談が毎年多
い。
○「感覚が未発達」であることが課題につ
ながる相談が増えている。

目標（年度末の目指す姿）

Ｂ

評価の具体項目

〇児童生徒の体力（特
に柔軟性と全身持久
力）の向上

〇日常生活において、経験不足等により滑
らかな動作が難しく、ぎこちなさや不器用
さのある児童生徒が多くみられる。
〇瞬発的な動きはできるが、一定時間運動
をし続けることが苦手な様子も見られる。
〇体力の向上を目指して、各学部で実態に
応じた取り組みを行っているが、育てたい
体力のイメージが不明瞭なところがある。

〇児童生徒の柔軟性や全身持
久力に関する記録や各種テス
ト等の結果が前年度より上
がっている。

○活用しやすい校内支
援体制づくり

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

○校内資源を活用した
校外支援の充実

目標達成のための方策

〇体育的行事や授業におい
て、児童生徒が主体的に楽し
みながら運動できるような活
動を取り入れる。（年度末ア
ンケート結果で７０％以上が
「できた」と回答）
〇外部大会やスポーツ教室等
に新たに参加しようとする児
童生徒が昨年より増えてい
る。

〇運動を楽しむ機会
（体育的行事や生涯ス
ポーツ活動等）の増加

〇校内情報サイトを通して、
校内支援の取り組み事例や支
援についての情報等を紹介、
発信することで、教員の８割
以上が参考になったと実感又
は実践に取り入れている。

現状
〇８月に実施した研修会
では、参加者の９割の方
から「自己成長に十分に
つながるものだった」と
いう評価をいただいた。
〇教育相談を受けられた
園・学校から「子どもが
活動・学習に参加できる
ことが増えてきた」とい
う評価が返ってくること
が多くなっている。

○校内情報サイトで発信
した情報を見た教員か
ら、参考になった、取り
組みが整理できたという
感想を返してもらった。
また、行動記録の作成や
相談、支援の相談のきっ
かけにつながっている。

〇新しい体育的行事として、児童生徒が運
動を楽しむことができるスポーツフェス
ティバルを計画している。児童生徒が実行
委員として企画や運営に関わる場面を設定
している。
〇障がい者スポーツ大会など、外部の大会
に興味を持つ児童生徒・保護者が増えてき
ている。

〇体力（特に柔軟
性と全身持久力）
の向上や取り組み
について、研修内
容等を還元したり
発信したりして、
体力づくりにおけ
る活動の見直しを
行う。特に、運動
の機会が減少する
冬季休業中など
に、児童生徒が家
庭でも取り組める
ような活動やスト
レッチ等を紹介す
る。

〇昨年度のアンケートで校内支援で実際に
介入したことで効果があったと実感された
先生は８割以上いた。しかし、校内支援で
の取り組みについての紹介は定期的にでき
なかった。
〇記録やストラテジーシートを活用して、
問題行動の機能を分析したり、支援の仕方
を共通理解したりすることができる先生が
少しずつ増えてきている。

〇定期的に校内情報サイトに校内支援の取り組み
事例を載せる。

○取り組みの事例について分かりやすく活用しや
すい紹介の仕方を工夫する。

〇年度末に、校内支援に関するアンケートを実施
する。

〇体育的行事等において、児童生徒が企画や運営
に関わる場面を増やす。
〇遊びや授業の中で、楽しみながら運動に取り組
める実践例を紹介する。
〇外部大会やスポーツ教室等への参加啓発を行
う。

〇スポーツフェスティバ
ルでは、児童生徒会が主
体となって全校ダンスの
取り組みを行い、楽しそ
うにダンスをする児童生
徒が多かった。また、体
操の手本や種目の立案な
ど、児童生徒が主体的に
取り組んだ。
〇午後にはスポーツ体験
を取り入れ、児童生徒が
自分の興味ある種目を選
択して参加し、楽しんで
活動する姿が見られた。
〇文化的行事であるけん
べい祭においても、全校
でダンスに取り組むな
ど、日頃から身体表現を
楽しむ児童生徒が増えて
いる。また、休憩時間に
フライングディスクを行
うなど、自ら運動しよう
とする児童生徒も見られ
る。
〇障がい者スポーツ大会
には前年を上回る児童生
徒が参加した。陸上競技
だけでなくフライング
ディスクや水泳など広が
りを見せた。大会参加を
機会に、継続した運動習
慣となるようにする必要
がある。

〇児童生徒が楽しみながら取り組めるような柔軟
性や全身持久力の向上を意図した活動について、
実践例を紹介する。
〇児童生徒の体力の変容について、運動能力テス
ト等の結果や記録をもとに検証する。
〇体力づくり推進計画における「育てたい体力」
とそれに対応する活動例の整理を行う。

〇校内支援サイト
に時期によって必
要としている情報
や校内支援の取り
組み事例を紹介す
ることを継続して
いく。

〇遊びを通して楽しく体
を動かせるようにした
り、柔軟性を意識したス
トレッチなど様々な動き
を取り入れたりして各学
部の実態に応じた体力づ
くりに取り組んでいる。
また、持久力を高めるた
めに一定時間走る活動に
全校で取り組み、記録の
伸びを示すことで、目標
を持ち主体的に取り組む
姿が見られる。
〇学習の中で取り組んで
いる動きがどのような力
につながっているのか、
動かし方のポイントを含
めて丁寧に説明すること
で、体の動かし方に興味
を持ったり、意欲的に体
を鍛えようとしたりする
生徒が増えている。体力
テストにおいても、多く
の項目で向上が見られ
た。
〇「育てたい体力」やそ
の活動について、体力づ
くりや保健体育の学習の
中だけにとどまらず、幅
広く取り組んでいく必要
がある。

〇次年度のスポー
ツフェスティバル
の企画立案におい
て、さらに児童生
徒が関わる場面を
増やす。
〇これまでに取り
組んだダンスや
ボッチャ、フライ
ングディスクなど
の活動を定期的に
実施し、休憩時間
等に取り組めるよ
うな運動の幅を広
げる。
〇障がい者スポー
ツ協会やＣＨＡ
Ｘ、パラフット
ボール協会などの
外部組織との連携
を深めていく。
様々なスポーツに
取り組める機会を
作る。

Ｂ

評　価　結　果　　　（　９　）月
評価

体
力
づ
く
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部
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力
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向
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改善方策

教
育
支
援
部

校
内
外
の
教
育
支
援
の
充
実

経過・達成状況

Ｃ



様式３

〇体育的行事や授業におい
て、児童生徒が主体的に楽し
みながら運動できるような活
動を取り入れる。（年度末ア
ンケート結果で７０％以上が
「できた」と回答）
〇外部大会やスポーツ教室等
に新たに参加しようとする児
童生徒が昨年より増えてい
る。

〇運動を楽しむ機会
（体育的行事や生涯ス
ポーツ活動等）の増加

○児童生徒の表現する意欲、
表現する力が向上する場面
を、教職員が意識して設定し
ている。（年度末アンケート
結果が70％以上）

○けんべい祭で、児童生徒が
学習の積み重ねの成果を生き
生きと発表している。（事後
アンケート結果が保護者、教
職員の70％以上）

〇新しい体育的行事として、児童生徒が運
動を楽しむことができるスポーツフェス
ティバルを計画している。児童生徒が実行
委員として企画や運営に関わる場面を設定
している。
〇障がい者スポーツ大会など、外部の大会
に興味を持つ児童生徒・保護者が増えてき
ている。

○表現力向上の推進 ○けんべい祭をはじめ、児童生徒が学習の成果を
発表する場を設定するよう教職員へ周知する。

〇体育的行事等において、児童生徒が企画や運営
に関わる場面を増やす。
〇遊びや授業の中で、楽しみながら運動に取り組
める実践例を紹介する。
〇外部大会やスポーツ教室等への参加啓発を行
う。

〇スポーツフェスティバ
ルでは、児童生徒会が主
体となって全校ダンスの
取り組みを行い、楽しそ
うにダンスをする児童生
徒が多かった。また、体
操の手本や種目の立案な
ど、児童生徒が主体的に
取り組んだ。
〇午後にはスポーツ体験
を取り入れ、児童生徒が
自分の興味ある種目を選
択して参加し、楽しんで
活動する姿が見られた。
〇文化的行事であるけん
べい祭においても、全校
でダンスに取り組むな
ど、日頃から身体表現を
楽しむ児童生徒が増えて
いる。また、休憩時間に
フライングディスクを行
うなど、自ら運動しよう
とする児童生徒も見られ
る。
〇障がい者スポーツ大会
には前年を上回る児童生
徒が参加した。陸上競技
だけでなくフライング
ディスクや水泳など広が
りを見せた。大会参加を
機会に、継続した運動習
慣となるようにする必要
がある。

Ｂ

〇次年度のスポー
ツフェスティバル
の企画立案におい
て、さらに児童生
徒が関わる場面を
増やす。
〇これまでに取り
組んだダンスや
ボッチャ、フライ
ングディスクなど
の活動を定期的に
実施し、休憩時間
等に取り組めるよ
うな運動の幅を広
げる。
〇障がい者スポー
ツ協会やＣＨＡ
Ｘ、パラフット
ボール協会などの
外部組織との連携
を深めていく。
様々なスポーツに
取り組める機会を
作る。

引き続き表現活動
推進計画を用いて
県米サイト等で教
職員へ周知する。

事後アンケート集
計して、来年度の
けんべい祭の計画
の素案を作成す
る。

Ｂ

○表現できる場として
の「けんべい祭」

表
現
活
動
推
進
部

表
現
力
向
上

○学校生活の様々な場面で児童生徒の表現
力が向上するような学習活動を設定してい
る。

○昨年度のけんべい祭では、それぞれの学
部、学習グループで工夫して、児童生徒が
生き生きと発表することができた。

体
力
づ
く
り
推
進
部

体
力
の
向
上

○表現活動推進計画など
を参考にして、学習や学
校生活全般で、児童生徒
の表現力が向上するよう
な活動に取り組んでい
る。

○けんべい祭のねらいや取り組みの視点を明確に
する。
○児童生徒の発表がよりよいものになるよう、リ
ハーサル等を見合う会を設定する。

○けんべい祭のねらい等
について職員会で周知し
た。リハーサル、祭本番
を終えたところである。



様式３

評価基準　A：十分達成 　B：概ね達成　 C：変化の兆し 　D：まだ不十分　 E：目標・方策の見直し

○厳しい財政状況を踏まえ、徹底した経費節減に
努め効率的な予算執行及び的確な予算要求によっ
て中長期的に学校財務基盤を安定させる。
○業務改善を図るとともに、職員組織への現状説
明により計画的な予算執行に努める。
○現状を把握・分析して、課題を整理し、優先順
位をつけて業務に取り組む。
○学校全体の動き（方向性）を見ながら業務に取
り組む。

     〔100％〕             〔80%程度〕             〔60%程度〕              〔40%程度〕              〔30%以下〕

○今後、予算執行状況に
ついて教職員へ情報提供
をしていく。
○公共汚水ます接続工
事、高等部作業棟冷暖房
設備改修工事、旧ランチ
ルーム間仕切り改修工事
が施工済み、管理教室棟
屋上防水改修工事を施工
している。
○急遽の施設修繕につい
て、適宜臨時要望し、追加
で予算配分され施工済
み。（Ｃ棟２階教室エアコン
修理）
○理科教育設備整備費等
補助金により天体投影機
を購入した。
○令和７年度予算で小学
部棟トイレ改修工事、正面
駐車場混雑解消工事を予
算要求している。
○教育委員会で策定され
た長寿命化計画により令
和７年度予算で高等部棟
屋上防水工事、大体育
館・中体育館・プレハブ棟
エアコン更新工事、非常
用放送設備ほか更新工
事、自動火災報知設備更
新工事、高圧気中開閉器
ほか更新工事、監視カメラ
設備更新工事の予算要求
している。

Ｂ

○上半期での執行
状況を確認し、決
算見込みをたて、
教職員へ情報提供
していく。
○予算執行につい
ては、必要性を精
査し、早期に事業
効果が発揮される
よう計画的な執行
に努める。
○施設修繕につい
ては、教育委員会
で策定された長寿
命化計画に併せ
て、学校内で課題
を整理し、優先順
位をつけて予算要
求をしていく。
○校舎の長寿命化
のための大規模改
修が叶わない現状
にあっては、優先
順位を判断して必
要な予算を継続的
に要求することが
求められる。

事
務
部

安
全
で
安
心
な
学
校
づ
く
り

○教育環境及び施設・
設備の適切な管理

○施設・設備の老朽化による修繕の必要性
または安心安全な教育環境の整備及び特色
ある教育活動の支援のためにも中長期な計
画策定が必要である。

○予算の効率化・重点化を推
進し、健康や安全に配慮した
教育環境の整備を図る。
○児童生徒にとってよりよい
環境づくり、児童生徒を中心
にした教育環境の充実を図
る。


